
2026年度 第 1回 笠井中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  2026年 5月 28日（木） 15時 00分から 16時 30分まで 

２ 開 催 場 所  笠井中学校 図書室 

３ 出 席 委 員  川口 裕之、田中 孝、三好 妙繁、袴田 和子、田中 清、神谷 清、    

森下 律子、岡本 聖子、旗 久美子         

４ 欠 席 委 員  なし 

５ オブサーバー  笠井協働センター 舟木 浜松市議会議員 鈴木 真人 

６ 学    校  平原 政和（校長）、高塚 陽子（教頭）、山本 幸子（ＣＳディレクター） 

          中村 元紀(教務主任)、山本 巧(３年主任)､野中 秀樹（２年主任）  

                   関上 祥穂(1年主任) 

７ 傍 聴 者   なし 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 山本 幸子 

９  会長の選出及び副会長の指名    

  司会から会長の選出について委員に意見を求めたところ、川口委員を会長に推挙する旨の発言

があり、全員異議なくこれを承認した。またその後、会長に選出された川口委員から、田中孝

委員を副会長に指名する旨の報告があった。 

10 議長の選出 

  司会から議長の選出について意見を求めたところ、川口会長より、神谷委員を推挙する旨の発

言があり、全員異議なくこれを承認した。                                     

11  協 議 事 項   

(１) 学校運営の基本方針について 

(２) 自己目標の決定 

(３) 学校支援活動について（各学年より） 

(４) 夢育やらまいか事業について 

12 会 議 記 録 

   議長の神谷委員より、委員総数９人のうち９人の出席があり、過半数に達しているため、会

議が成立している旨の報告があった。 

(１)  学校運営の基本方針について 

議長の指示により、平原校長から、別紙資料に基づき学校運営の基本方針、浜松 

 立笠井中学校いじめ防止基本方針、浜松市「休日の部活動の地域展開」について

説明があり、委員からは以下の発言があった。 

     ・「はまクル」として活動を検討している種目を教えてほしい。   （森下 委員） 

      →サッカー、野球、ソフトボール、男子バレー、女子バレー、男子テニス、女子テニ

       ス、水泳、吹奏楽の種目の活動を検討している。笠井中学校の部活動は月曜･水曜

       休みになり、休日は基本的に休みという形である。        （平原 校長） 

 

     ・例えばバスケットボールは、はまクルに登録する予定はないが、休日に活動する場合

の指導者は？                          （川口 会長） 



 

           →休日は中体連やコンクール等の大会参加は教員が携わる予定である。 

                                      （平原 校長） 

     ・９月から始まるはまクルは、色々な問題が出てくる事を想定し、学校運営協議会の中

でも現状や仕組みについて共有し、地域としてどのように関わっていくかを話題にし

ていけるとよいのではないかと思う。                （神谷 委員） 

     ・はまクルについて、一番は生徒たちが、楽しんで活動してほしいと思う。 

                                      （森下 委員） 

     ・はまクルの活動中にいじめなどの問題が起きた時はどうするのか？ （田中 孝委員） 

      →いじめの定義にあるように「一定の人的関係」にあるので、学校は適切に対応して

いくことになる。                       （平原 校長） 

     ・部活動指導員として登録をした。指導員としての活動場所の希望を聞かれた時に、南

区や東区などと漠然としており、笠井地区などの学校単位で選択できれば自分自身も

活動しやすくなると感じた。                   （三好 委員） 

    （２）自己目標の決定 

       議長の指示により、高塚教頭から、別紙資料に基づき自己目標の決定について説明

    があり、前年度の自己評価を確認し、次の３つを今年度の目標にすることとし、全

    員異議なく承認した。 

① 中学校の教育趣旨に沿った多方面の支援活動、地域活動をさらに推進する。 

② 定例化している学校支援活動について、一つ一つ振り返り、見直しを行う。 

      ③ 積極的な情報発信の方法について検討する。 

    （３）学校支援活動について（各学年より） 

        各１、２、３年主任および高塚教頭より、別紙資料に基づき、１年生ふれあいウオ

ーク、２年生職場体験、３年生パパママ未来体験、A組農業体験について説明があ

り、委員からは以下の意見があった。 

       ・生徒が移動できる範囲について確認したい。          （森下 委員） 

       →一番遠方の受け入れ先は、浜松市動物園になる。ただ引き受け入れてくれても人

数が２名と少ない。                    （山本３年主任） 

       ・これまでの職場体験先を見ると、サービス業、商業施設、教育関係は多いが、コ

ロナ禍で福祉関係が稀薄になっていると感じているため福祉関係の受け入れ先

について情報があれば協力をお願いしたい。         （山本３年主任） 

       →訪問介護の事業所に携わる仕事をしているので、ケアマネージャーさん等に声掛

けをしてみたいと思う。                   （岡本 委員） 

       ・１年生家庭科ミシン実習は、実習日が小学校と重なってしまうためボランティア

の人数を確保していきたいと思う。              （森下 委員） 

       ・来年度の２年生の野外活動について、移動時間を短縮しても、活動内容は例年と

同じく濃い活動ができるのではないかと判断し、宿泊地を変更し、１泊２日で行

う方向で検討している。                  （関上１年主任） 

 



  （４）夢育やらまいか事業について 

       議長の指示により、高塚教頭から、別紙資料に基づき夢育やらまいか事業について 

       説明があった。子どもたちの夢や心の成長につながる取り組みに対して、６万円の 

       予算を執行する旨の説明があり、全員異議なくこれを承認した。 

  

13 連 絡 事 項  

（１） 学校運営協議会年間活動計画について 

第２回の会議は令和８年１１月１９日（木）、第３回の会議は令和９年２月４日（木）、

それぞれ 15時 00より開催予定である。 

 

 

 


